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〒156-0054世田谷区桜丘5-14-1

TEL 3439-0541

４
月
１６
日
（土
）
１０
時
よ
り
講
習
室
に
て
、
大
人

・
子
ど

も
合
わ
せ
て
３５
人
が
参
加
。

欄
世
田
谷
川
場
ふ
る
さ
と
公
社
他
よ
り
３
人
の
プ
ロ
が

見
え
て
、
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
の
講
習
会
を
開
催
。
こ
ん
に
ゃ

く
玉
を
見
た
こ
と
も
な
い
参
加
者
が
多
く
、
こ
の
芋
が
こ

ん
に
ゃ
く
に
変
わ
る
過
程
を
、
先
生
の
指
導
ど
お
り
に
実

演
。
実
習
、
芋
の
皮
を
む
き
、
ジ

ュ
ー
サ
ー
で
す
り
、
玉

に
し
て
姉
で
る
。
こ
れ
を
ス
ラ
イ
ス
し
て
さ
し
身
、
味
噌

で
田
楽
に
、
超
新
鮮
な
こ
ん
に
や
く
を
賞

味
し
た
。
こ
ん
に
ゃ
く
玉
を
お
み
や
げ
に

も
ら
い
解
散
し
た
。

３
月
１１
日
は
、突
然
の
大
き
な
揺
れ
―

幸
い
新
し
い
建
物
は
び
く
と
も
し
ま
せ
ん
。

テ
レ
ビ
を
付
け
情
報
の
収
集
、
ご
家
族
な
ど

ヘ

の
連
絡
は
何
度
も
何
度
も
電
話
を
掛
け
ま
し
た
。

送
迎
を
行
い
、
無
事
の
確
認
を
済
ま
せ
ま
し
た
。

週
明
け
の
月
曜
日
か
ら
は
、
地
震
や
津
波
の

被
害
の
大
き
さ
に
、
私
達
に
何
が
で
き
る
か
考

え
ま
し
た
。
ま
ず
、
義
援
金
集
め
を
す
る
。
節
電

を
す
る
。
東
北
地
方
の
方
々
を
応
援
し
て
い
く

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

４
月
Ｈ
日
～
１４
日
ま
で
、
岩
手
県
の
陸
前
高

田
や
大
船
渡
に
支
援
物
資
を
届
け
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
幸
い
、
そ
の
時
に
支
援
に
行

っ
た

４
つ
の
施
設
は
高
台
に
あ
り
、
津
波
の
被
害
を

受
け
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
生
活
の
場
所

が
津
波
被
害
を
受
け
、
亡
く
な

っ
た
方
も
い
ま

し
た
。
想
像
を
絶
す
る
状
況
で
し
た
。
そ
の
中
、

ク
ッ
キ
ー
や
ケ
ー
キ
を
作

っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
売
る
場
所
が
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
現

在
、
泉
の
家
で
は
、
被
災
地
の
商
品
を
買
取
り

販
売
し
て
い
ま
す
。

物
を
作
る
喜
び
！
そ
れ
が
売
れ
て
お
金
を
も

ら
う
喜
び
―
少
し
だ
け
で
す
が
応
援
し
ま
す
。

続
け
ま
す
。

Ｌ
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泉
の
家
は
、
障
害
の
あ
る
方
々
が
、
就
職
活

動
や
作
業
活
動

・
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
を
し
て
い
ま

す
。
世
田
谷
区
岡
本
町
で
４５
年
の
歴
史
が
あ
り

ま
す
。
老
朽
化
し
た
建
物
を
、
２
年
前
に
、
国

な
ど
の
補
助
金
を
受
け
建
替
え
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
　
泉
会泉

の
家
（Ｈ
）

り号綺
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「こ
ル
に
ゃ
く
作
り
諾
習
・
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糀ジ.

泉の家

童一日果〓全蜃基健一ついて

^,■
,:●

:、■,t‐■|,|■

■
一■
■
■

趾
濶

ｌ
一一

饉

瓶
ヽ
．，

区民センタ|=ユ■ス



「歌一士Ｆ＝′ロ
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５月１７日（火）
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桜
丘
コ
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ュ
ニ
テ
イ
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「生
き
る
知
恵
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７
月
１０
日
（日
）
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「地
域

・
利
用
者
懇
談
会
」
６
月
２８
貝
火
）

親
し
ま
れ
る
区
民
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て

平
成
２３
年
度
地
域

・
利
用
者
懇
談
会
を
開
催

日
ご
ろ
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
グ
ル
ー
プ
の
代
表
等
８７
名

が
、
そ
れ
ぞ
れ
展
示
系

・
舞
台
系

・
音
楽
系

・
ス
ポ
ー
ツ
地

域

一
般
系
の
四
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
施
設
や
運
営
に
対

す
る
意
見

・
要
望

。
提
言
、
更
に
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
の
あ
り

″
一一４

一

棗
一

カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

６
月
１９
日
（日
）

い

練

し

の
　
。

美

頃

た

が

日

し

名
　
ヽ
ま

７３

み

し

の

包

露

慢

を

披

自

身

を

に

に

果

喉

装

成

衣

習

十
鼈

は

．

方
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。　
　
　
　
一

そ
の
後
、
体
育
室
に
全
員
が
集
合
し
て
行
わ
れ
た
合
同
会

　

一

議
で
は
、
各
分
科
会
で
出
さ
れ
た
意
見
等
の
発
表
を
行
い
ま

し
た
。

今
回
は
会
議
の
前
に

「リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
」
を
設
け
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
会
議
が
進
行
し
ま
し
た
。

運
営
協
議
会
で
は
、
今
回
の
懇
談
会

の
結
果
を
大
い
に
参

考
と
し
、
よ
り
よ
い
桜
丘
区
民
セ
ン
タ
ー
と
な
る
よ
う
努
力

し
て
参
り
ま
す
。

J聟亀

ち
な
ん
で
、
参
加
し
た
み
ん
な
で
歌

う
懐

か
し

い
昭
和

の
歌
謡
曲
、
童

謡

・
唱
歌
、
世
界
の
民
謡
、

ロ
シ
ア

民
謡
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
…
、
歌
心
塾
の

生
演
奏
に
合
わ
せ
、
塾
の
主
宰

の
杉

山
公
章
氏
の
た
く
み
な
リ
ー
ド
で
、

２
時
間
の
催
し
に
、
曲
数
３０
曲
以
上

を
熱
唱
。
参
加
者
も
桜
丘
ホ
ー
ル
に

入
り
切
れ
な
い
程
で
、
大
変
な
盛
り

上
り
で
し
た
。
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一　
　
３
月
Ｈ
日
に
関
東

ピヽ

　
で
も
大
き
な
揺
れ
を

一　
体
験
、
地
震
が
起
き

″
一　
た
ら
ど
う
す
る
？

一
　
地
域
の
み
ん
な
で
知

一‐

恵
と
物
を
出
し
合

っ

、
　
て
ど
う
生
き
延
び
る

一　
の
か
？
　
ま
た
今
年

一
詢預紐翡効杯一ど

一　
う
涼
し
く
過
ご
す
、

■

熱
中
症
に
な
ら
な
い

［、　
為
に
は
体
の
バ
ラ
ン

一　
ス
足
腰
の
鍛
錬
を
ス

タ
ィ

リ

ッ
パ
で
出
来

る

一●
　
一

（バ
ラ
ン
ス
リ
ッ
パ
）

ｔ
‥一
体
繰
…
、
い
ろ
い
る

■

な
生
き
る
知
恵
を
み

み・れは療稀経「ず婦

一　
流
し
ま
し
た
…
。

こ
↑

…

千

…

ヘ

一太
子
堂
区
民
セ
ン
タ
ー
」
は
、
田
園
都

市
線
三
軒
茶
屋
駅
か
ら
歩
い
て
５
分
、
近

く
に
国
道
２
４
６
号
線
も
あ
り
な
が
ら
、

周
辺
に
は
緑
も
多
く
、
閑
静
で
落
ち
着
い

た
環
境
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
さ
ほ
ど
大

き
な
施
設
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
親
子
ヨ

ガ
に
通
う
０
歳
児
か
ら
８０
代

。
９０
代
の
お

年
寄
り
ま
で
、
区
内
全
域
か
ら
幅
広
い
年

齢
層
の
方
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｈ
月
に
は
、
２
日
間
に
わ
た
り
文
化
祭

住所 太子堂 1-14-20

交通 田園都市線 三軒茶屋駅

世 田 谷 線 三軒茶屋駅

バ   ス 三軒茶屋

璽麟ジレポ鶉
「太子堂区ロセンター」
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平成23年度
これからの

1構奉|1球彙義毒義■|||||||||| |||||||||||||||||
10日 8日 (土)午前10時 ～

一般・シエアの方々を対象、竹
とんぼを飛ばしながら、自然に体
を動かす健康体操です。参加者に

は竹とんぼ 1機進呈 【定員40名 】

鰈 9月 ～12月 蜀
蘭丘区民センター体育室

|■替を●●01,,し,||=1薇轟|||||||||| |||||  |
:0日 12・ 19日 (水)午 前 10時 ～  組丘区ロセンター値育室

‖目22日 (穴)年後6時 30分～  腱丘ホーん
NPO世 田谷まちづくり企画による、恒例のフィリップ。モル氏と

世界的な音楽家による室内楽コンサー トを開催する予定です。
問合せ :NPO世 田谷桜丘まちづくり 3427-4181

'2日

4日 (日)午後  組丘ホーん

11年 目の交流会になりました。ダンス愛好家の方、一般の方がた、
皆さまのご参加を心よりお待ちしております。楽しいひとときを
すごしましょう。

1華

=議
摯,|く。」普華爆 ‐       ‐

|||||||||||
:2日 23日 (曇・祝)  離丘ホーん

昨年の「魔法の笛」に続き、今年のオペラはチャイコフスキーの
「くるみ割り人形」。クリスマスにふさわしい楽しい演出。素晴ら
しいキャストで皆さまをお待ちしています。

問合せ :NPO世 田谷桜丘まちづくり 3427-4181

平成23年度 運営協議会委員紹介(2)

竹 とんぼ健康体操 6月 4日 (十 )実施

町会・自治会等 池 田   忠

運 協推薦委 員 太 田   登

※40号 (平成 23年 4月 1日 号)の 発行以降 に決定の委員

議
響′

鐵

瘍

　

馘
鶴

鞣

「久
成
院
」

冷赳
　
亀

鰈

　

　

一

レ

正
式
に
は
、
天
台
宗
南
照
山
久
成

院
東
耀
寺
と
い
う
。
久
成
院
と
い
う

名
は

一久
遠
実
成
」
に
由
来
し
た
も

の
で
す
。
本
堂
に
は
、
阿
弥
陀
如
来

座
像
と
両
側
に
観
音
と
勢
至
菩
薩
が

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
開
山
は
３
０
０

年
前
の
天
和
元
年

（１
６
８
１
年
）

１２
月
と
当
院
の
過
去
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
ｃ

※
昭
和
６２
年
４
月

「み
ち
か
な
郷
土
史

（桜
丘
区

民
セ

ン
タ
ー
発
行
）
」
に
紹
介
さ
れ
た
記
事
を

訂
正
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

住所 桜丘 4丁 目13番地

籠丘区民センターまつり
…広げよう つなげよう 人の輪を～

開会式         ||口 12日 (土 )。 i3日 (日 )

展示発表

体験コーナー

あ茶席コーナー

音楽発表 (カラオケ。合唱・器楽)

舞台発表

フリーマーケット

模擬店 (協力団体)

児童館こどもまつり

本のリサイクル市

みなさま ぜひいらしてください。

図書館からのお知らせ

日ごろから桜丘図書館をご利用いただき、あり
がとうございます。
「森繁通り」の地元・桜丘図書館では、故森繁久

爾さん (俳優 。世田谷区名誉区民)の特別コーナー
を設けております。

森繁さんが書いた自伝やエッセー、主演映画・

舞台の原作本やバンフレット、作家 。故向田邦子
さんらが森繁さんについて書いた本など170点余り
を揃えました。

この機会に名優・森繁さんの魅力を一冊の本か
ら…。ご来館をお待ちしております。

桜丘図書館長 上 山 善 男

ミ

鰈
ヽ
メ

）

０ＯＯる∩
」）

ろヽ

じ夕

ｎ
日
Ｈ
、鰈

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
の
利
用

団
体
が
、
展
示

・
演
芸

・
茶
道

・
音
楽
の

４
部
門
に
分
か
れ
て
、
日
頃
の
活
動
の
成

果
を
発
表
し
ま
す
。
そ
の
他
、
文
化
学
習

事
業

・
健
康
講
座

。
ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー

ト

・
バ
ス
ハ
イ
ク
研
修
会
、
近
隣
小
中
学

校
児
童

・
生
徒
を
対
象
と
し
た
五
色
百
人

一
首
大
会
、
こ
ど
も
音
楽
祭
な
ど
、
活
気

の
あ
る
運
営
協
議
会
事
業
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

地
下
の
体
育
室
に
は
卓
球
台
が
備
わ

っ

て
お
り
、
近
く
に
住
む
親
子
や
近
く
の
学

校
に
通
う
生
徒
さ
ん
た
ち
が
訪
れ
る
な
ど
、

ふ
れ
あ
い
の
場
に

な

っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
つ
な
が
り

が
求
め
ら
れ
る
現

在
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
通
じ
て
、

地
域

の

コ

ミ

ュ

ニ
テ
ィ
を
形
成
し

て
い
ま
す
。

(3)

豪

共

■|■

等
一婆
豪

，サ
じ
等
麟
辛
攀
器
暴
妻

，
■
■
薫
■

，
■
キ
書
・・孝
■̈
・ザ
業

，
■
‐■
一摯
一■
■
●
摯
工毬

■̈)|":権様■|'ヽキ拳*件,お
,1:“
‐1摯

"苺
“

孝`=″簿猛議●お́羹拳|'1"苺春雑多ヽ警
―
を|=摯 il難|1毎黎摯豪■11,事夕

“

黎



ン:ヽ

∪
こ⊃ ③

０

●

⊂ )

区民センターを利用しながら社会貢献や地域との交流を深めている団体の紹介をします。毎回 3団体
ヽ ます。またずつ、 では紹介する団体の募集もおこなつており

．
「
う
と
ぅ
あ
し
ゃ
ぎ
…
」

区
内
を
活
動
拠
点
に
、
国
内
に
広
が
る
メ
ン

バ
ー
も
加
わ
っ
て
、
沖
縄
を
代
表
す
る
楽
器

・

三
線
と
唄
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
名

の

「う
と
ぅ
」
は

「音
」
を
、

「あ
し
ゃ
ぎ
―
」

は

「遊
び
」
を
そ
れ
ぞ
れ
意
味
す
る
沖
縄
の
言

葉
。グ

ラ
ス
を
傾
け
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
に
花
を

咲
か
せ
る
、
お
稽
古
後
の

〃
ゆ
ん
た
く
〃
の
ひ

と
と
き
も
格
別
で
す
。

セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
ほ
か
の
年
に
数
度
の
ス
テ

ー
ジ

ヘ
の
出
演
を
励
み
に
、
八
重
山
地
方
の
古

典
民
謡
か
ら
ポ

ッ
プ
ス
ま
で
、
広
く
沖
縄
の
音

楽
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

桜
寿
会

「
太
極
柔
力
球
ク
ラ
ブ
」

太
極
柔
力
球
は
中
国
生
ま
れ
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
国
際
交

流
大
会
に
参
加
し
た
中
国
チ
ー
ム
の
す
ば
ら
し

い
演
技
に
感
動
し
、
私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

柔
力
球
は
他
の
球
技
と
ち
が
い
、
打
つ
動
作

は
な
く
、
専
用
の
ラ
ケ
ッ
ト
と
ボ
ー
ル
を
使
い
、

伸
び
や
か
に
優
雅
に
全
身
運
動
し
ま
す
。
老
若

男
女
を
問
わ
ず
、
何
時
で
も
何
処
で
も
、
１
人

で
も
、
楽
し
み
な
が
ら
足
腰
が
鍛
え
ら
れ
、
メ

タ
ボ
や
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（運
動

機
能
障
害
）
の
予
防
に
役
立
ち
ま
す
。
練
習
日

は
月
２
回
。
土
曜
日
午
前
１０
時
か
ら
。
見
学
歓

迎
い
た
し
ま
す
。

Ｌ
ヤ
ッ
ピ
ー

（食
育
こ

平
成
１６
年
か
ら
食
育
を
目
的
と
し
て
、
親
子

で
手
作
り
味
噌
や
ウ
イ
ン
ナ
ー
、
い
も
ま
ん
じ

ゅ
う
、
お
む
す
び
、
肉
ま
ん
な
ど
を
作
り
、
楽

し
く
調
理
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
栄
養
や

体
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
に
、
食
育
劇
な
ど
を
や

っ
て
い
ま
す
。

毎
回
、
子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
と
輝
い
て

い
く
姿
が
う
れ
し
く
、
小
さ
い
頃
か
ら
食
に

興
味
を
持

っ
て

育

っ
て
ほ
し
い

と
思
い
活
動
し

て
い
ま
す
。

宮
坂
区
民
セ
ン
タ
ー
の
次
に
、
太
子
堂
区

民
セ
ン
タ
ー
の
記
事
が
載
り
ま
し
た
。

今
後
も
世
田
谷
区
の
い
ろ
い
ろ
な
施
設
の

記
事
を
載
せ
て
い
き
ま
す
。

区
民
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
も
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。
盛
大
な
ま
つ
り
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

編
集
ス
タ
ッ
フ

一
同

(4)
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